
令和 5 年度 第 8 回 大学院セミナー 
 

令和 5 年 4 月 13 日 

 

□先端医療科学特論（基礎編）         ■先端医療科学特論（臨床編） 
□先端新興感染症病態制御学特論      □先端放射線医療科学特論 

■日本語（Japanese）             □英語（English） 

□対面（Face to face）              ■オンライン(Online) 
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Research 
(責任者名)(内線) 

            産科婦人科学 分野 
 

責任者名(三浦清徳 )   内線( 7363 ) 

演   題 
Title UAE 治療の実際 

講 師 等 
Presenter 大阪大学大学院医学系研究科 産科婦人科学教室 准教授 澤田健二郎先生 

概要 
Abstract 

 子宮筋腫を有する女性は増加傾向にあります。過多月経、

貧血、下腹部腫瘤感などが主な症状で、女性にとっては日

常生活に大きな支障をきたすことがあります。 

 治療方法には大きく手術療法と保存的薬物療法があり、

年齢や挙示希望の有無、その他の条件によって症例ごとに

適切な治療法を選択する必要があります。 

 近年、手術および薬物療法の適応が難しい、あるいは患

者が希望しない場合の選択として、子宮動脈塞栓術が注目

されてきています。子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術を実

施している施設は全国的にも限られており、治療の実際に

ついて、大阪大学の澤田健二郎先生にご講演いただきま

す。 

開催日時  
Date and Time 

令和 5 年 4 月 18 日（火） 
       18：30 ～ 19：30 

開 催 方 法 
Online/Face to 

face 
オンライン（Zoom） 

備 考 
Notes 

（オンラインの場合）受講を希望する場合は、ＩＤ・パスワードをお伝えし

ますので、 4 月 17 日 15:00 までに必ずご連絡ください。

（Email:kanako1027gain@nagasaki-u.ac.jp）担当：北島・松本 
 
If you would like to participate in this seminar and need Zoom ID 
and Password, please contact Assistant Prof. Matsumoto by 15:00 
p.m. on April 17. （Email：kanako1027gain@nagasaki-u.ac.jp） 


